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(57)【要約】
配列番号３、４、５のアミノ酸配列のＣＤＲおよび配列
番号８、９、１０のアミノ酸配列のＣＤＲを含む、ＳＮ
ＡＰモチーフおよびＣＬＩＰタグに特異的に結合するモ
ノクローナル抗体。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号３、配列番号４、配列番号５のアミノ酸配列のＣＤＲおよび配列番号８、配列
番号９、配列番号１０のアミノ酸配列のＣＤＲを含む、ＳＮＡＰタグモチーフおよびＣＬ
ＩＰタグに特異的に結合するモノクローナル抗体。
【請求項２】
　マウス抗体であることを特徴とする、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の抗体をコードする核酸。
【請求項４】
　配列番号１または配列番号６の核酸配列を有することを特徴とする、請求項３に記載の
核酸。
【請求項５】
　非ヒト哺乳動物、特にマウス中でＳＮＡＰタグタンパク質を用いて免疫化を行い、それ
からハイブリドーマ細胞を得、それからＳＮＡＰタグおよびＣＬＩＰタグの両方を認識す
る抗体細胞系を結合アッセイにより同定する、請求項１に記載の抗体を製造するプロセス
。
【請求項６】
　ＳＮＡＰおよび／またはＣＬＩＰタグを検出するための、請求項１または請求項２に記
載の抗体の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＳＮＡＰ／ＣＬＩＰタグを検出するための抗体、そのような抗体をコードす
る核酸、およびＳＮＡＰ／ＣＬＩＰタグを含むタンパク質を検出するためのそのような抗
体の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＳＮＡＰおよびＣＬＩＰタグ技術は比較的新しい技術であり、所望のリガンドと共に標
的タンパク質、特に融合タンパク質を提供する洗練された方法である。
【０００３】
　特許文献１は、ＳＮＡＰ－２５組成物、ＳＮＡＰ－２５切断生成物からのＢｏＮＴ／Ａ
切断部位切断容易結合からのＰ１残基にカルボキシル末端を含むエピトープに結合するα
－ＳＮＡＰ２５抗体の製造方法、ＳＮＡＰ－２５切断生成物からのＢｏＮＴ／Ａ切断部位
切断容易結合からのＰ１残基にカルボキシル末端を含むエピトープに結合するα－ＳＮＡ
Ｐ－２５抗体、ＢｏＮＴ／Ａ活性の検出方法、およびα－ＢｏＮＴ／Ａ中和抗体の検出方
法を開示している。
【０００４】
　Ｍ．　Ｙａｍａｍｏｔｏ、Ｌ．　Ｈａｓｓｉｎｇｅｒ、　Ｊ．　Ｅ．　Ｃｒａｎｄａｌ
ｌは非特許文献１中で、発生中のラット大脳皮質および小脳皮質におけるステージ特異的
神経突起関連タンパク質の電顕的局在を報告している。ＳＮＡＰ／ＴＡＧ－１は、１３５
ｋＤａの糖タンパク質であり、発生中のげっ歯類ＣＮＳ中の成長中の軸索のサブセットの
表面で発現している。この抗原の電顕的局在が、ＳＮＡＰ／ＴＡＧ－１を認識するモノク
ローナル抗体（４Ｄ７）およびペルオキシダーゼコンジュゲート二次抗体を用いた免疫電
子顕微鏡法により、ラットの胎生期１７日目の大脳皮質および出産後４および８日目の小
脳皮質で分析された。胎生期の皮質では、免疫反応性は、中間帯、サブプレート、および
皮質板中に位置する限定されたグループの軸索、神経細胞細胞体、およびその先導突起の
原形質膜に関連付けられた。免疫反応性軸索は１０～２０のグループで束になっており、
非免疫反応性軸索から隔てられていた。一部の成長円錐は免疫反応性であったが、４Ｄ７
免疫反応性軸索の全ての成長円錐が染色されたわけではなかった。出産後の小脳中では、



(3) JP 2015-500208 A 2015.1.5

10

20

30

40

50

免疫反応性は、外顆粒細胞層の最も内側の部分に位置する顆粒細胞の細胞体および軸索に
関連付けられた。大脳皮質および小脳皮質中、免疫反応性は、隣接する細胞膜の対応する
点で、断続的に、１００～２００ｎｍの規則的な周期で現れた。ＳＮＡＰ／ＴＡＧ－１が
発生中のＣＮＳ中の特定の軸索サブグループ間の接着分子として作用している可能性が議
論されている。
【０００５】
　Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｊ　Ｗａｒｄ、Ｊｏｈｎ　Ｄ　Ｐｅｄｉａｎｉ、およびＧｒａｅｍｅ
　Ｍｉｌｌｉｇａｎは、非特許文献２中で、Ｎ末端のＳＮＡＰおよびＣＬＩＰタグ化によ
り評価した、リガンドにより誘導されるオレキシンＯＸ１受容体およびカンナビノイドＣ
Ｂ１受容体の内部移行について報告している。各受容体コンストラクトの細胞表面形態が
、抗体によるエピトープタグの認識およびＯ６－アルキルグアニン－ＤＮＡアルキルトラ
ンスフェラーゼバリアントへのフルオロフォアの共有結合の両方により検出された。アン
タゴニストには応答しないがアゴニストに応答する受容体内部移行を各アプローチにより
モニタリングすることができたが、ＳＮＡＰタグでは、新規な時間分解蛍光プローブを用
いた時に、他のアプローチよりも感度が最大６～１０倍高かった。しかし、ＣＬＩＰタグ
では、おそらくは非特異的結合のレベルがより高いため、感度は増大しなかった。
【０００６】
　ＳＮＡＰタグはヒトＤＮＡ修復酵素Ｏ（６）－アルキルグアニンＤＮＡアルキルトラン
スフェラーゼを基とする。この後者は、分子サイズがより小さく且つベンジルグアニンへ
の親和性が非常に高いタンパク質バリアントを選択できる程度に、変異を導入することに
より改変されている。ＳＮＡＰタグは、ベンジルグアニン誘導体と高度に特異的に反応し
、グアニンを切断して、基質がカップリングしているベンジルラジカルを自身へと共有結
合させる。これは、組換えタンパク質タグとして、融合タンパク質への種々のベンジルグ
アニン修飾基質の共有的結合的および化学量論的に定義されるカップリングを可能にする
。ＣＬＩＰタグは、突然変異誘発によりＳＮＡＰタグから開発されたものであり、ベンジ
ルグアニンではなくベンジルシトシン誘導体と高度に特異的に反応する。したがって、１
つの実験アプローチ中でＳＮＡＰタグおよびＣＬＩＰタグによる区別可能な同時標識が可
能である。ＳＮＡＰ技術（ＳＮＡＰ／ＣＬＩＰプラスミドおよび基質）はニュー・イング
ランド・バイオラボ社（ＮＥＢ）から配布されている。
【０００７】
　非特許文献３中でＡｌｉｐｒａｎｄｉ　ｅｔ　ａｌ．はＶＨＨフォーマットの組換え抗
ＳＮＡＰ抗体を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開第２０００９／１１４７４８（Ａ１）号パンフレット
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】Journal of Neurocytology 19, 619-627 (1990)
【非特許文献２】British Journal Pharmacology (2011), 162, 1439-1452
【非特許文献３】"Journal of Biomedicine and Biotechnology", Vol. 2010, Article I
D658954, doi: 10.1155/2010/658954
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ＣＬＩＰおよびＳＮＡＰタグの両方を検出可能な分析ツールを有することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の目的は、請求項１に記載の抗体により達成される。本発明のモノクローナル抗
体は、ＳＮＡＰタグモチーフおよびＣＬＩＰタグに特異的に結合し、配列番号３、４、５
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のアミノ酸配列のＣＤＲおよび８、９、１０のアミノ酸配列のＣＤＲを含む。特に、本発
明の抗体はマウス抗体である。
【００１２】
　本発明は更に、本発明の抗体をコードする核酸、特に配列番号１または６の核酸配列を
有する核酸に関する。
【００１３】
　本発明の抗体は、本発明のプロセスにより得ることができ、該プロセス中、非ヒト哺乳
動物、特にマウス中でＳＮＡＰタグタンパク質を用いて免疫化を行い、それからハイブリ
ドーマ細胞を得、それからＳＮＡＰタグおよびＣＬＩＰタグの両方を認識する抗体細胞系
を結合アッセイにより同定する。
【００１４】
　また、ＳＮＡＰおよびＣＬＩＰタグの両方を検出するための本発明の抗体の使用に関し
て、Ａｌｉｐｒａｎｄｉ　ｅｔ　ａｌ．は、ＳＮＡＰタグを認識する組換え抗体を記載し
ている。本発明に係る抗体は、組織切片の染色に用いることができる。本発明に係るマウ
ス抗ＳＮＡＰ抗体は特に、凍結切片およびパラフィン切片の染色に用いることができる。
Ａｌｉｐｒａｎｄｉ　ｅｔ　ａｌ．に既に公開されている抗体に比しての本発明に係る抗
体の利点は、価数が大きいことである。Ａｌｉｐｒａｎｄｉ　ｅｔ　ａｌ．の組換えタン
パク質は１つのエピトープしか認識できないが、本発明に係る抗体は２つのエピトープを
認識することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】免疫組織化学を示す図である。ＨＡＩ　ＳＮＡＰ（抗ＥＧＦＲ）およびＭ２Ｄ１
１を用いた、マウスから得られたＡ４３１腫瘍の凍結切片の染色。
【図２】フローサイトメトリーを示す図である。フローサイトメトリーにおける２つの異
なるＳＮＡＰ融合タンパク質へのＭ２Ｄ１１の結合を示している。
【図３】ウェスタンブロット分析を示す図である。２つの図は、一方で、変性ゲル中にお
ける２つのタンパク質ＳＮＡＰおよびＣＬＩＰ－ＥＧＦへのＭ２Ｄ１１の結合を示してい
る。
【図４】ウェスタンブロット分析を示す図である。この図は、溶液中におけるＭ２Ｄ１１
とＳＮＡＰタンパク質の結合を検出するための未変性ポリアクリルアミドゲルのブロット
を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明に係る抗体は、ＳＮＡＰタグおよびＣＬＩＰタグの両方を検出することができる
。本発明に係る抗体は、フローサイトメトリーでＳＮＡＰ融合タンパク質を検出できると
いう利点を有する。ＥＬＩＳＡ（酵素結合免疫吸着検定法）およびウェスタンブロットに
おける抗体の感度はＡｌｉｐｒａｎｄｉ　ｅｔ　ａｌ．に記載されている抗体とほぼ同等
である。
【００１７】
　記載されている方法に加え、本発明に係る抗体を免疫組織化学実験で試験した。抗体は
凍結切片およびパラフィン切片中にあるＳＮＡＰ融合タンパク質の検出に用いることがで
きる。
【００１８】
　具体的な実施形態では、抗体はモノクローナル抗体である。特に、抗体はマウス起源で
あり得る。マウスＩｇＧ抗体は分子生物学的研究に最も多く用いられる抗体フォーマット
に属するので、マウス抗体が好ましい。したがって、そのような抗体およびマウスＩｇＧ
抗体の検出を用いた実験は多くの研究室の熟練者によく知られている。
【００１９】
　本発明に係る抗体の重鎖可変領域は配列番号２に示されており、配列番号１がこの領域
をコードする核酸に関連する。
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【００２０】
　本発明に係る抗体の軽鎖可変領域は配列番号７に示されており、配列番号６がこの領域
をコードする核酸に関連する。
【００２１】
　本発明に係る抗体の重鎖のＣＤＲが配列番号３～５のアミノ酸配列中に記載されている
。本発明に係る抗体の軽鎖のＣＤＲが配列番号８～１０のアミノ酸配列中に記載されてい
る。
【００２２】
　本発明は更に、記載のタンパク質をコードする核酸、特に配列番号１および６に関する
。
【００２３】
　本発明は更に、本発明に係る抗体の製造プロセスに関し、プロセス中、非ヒト哺乳動物
、特にマウス中でＳＮＡＰタグタンパク質を用いて免疫化が行われる。これらから、ハイ
ブリドーマ細胞系が得られ、ＳＮＡＰタグおよびＣＬＩＰタグの両方を認識する抗体細胞
系が、対応する結合アッセイにより同定される。
【００２４】
　本発明に係る抗体は、ＳＮＡＰタグおよびＣＬＩＰタグの個々の検出に用いることがで
きるが、その組合せの検出にも用いることができる。
【実施例】
【００２５】
ポリアクリルアミドゲル電気泳動およびウェスタンブロット
　分析対象であるサンプルをＬａｅｍｍｌｉバッファー中（またはＳＤＳを含まない未変
性サンプルバッファー中）で変性させ、１２％（ｗ／ｖ）ＳＤＳポリアクリルアミドゲル
およびポリアクリルアミドゲルを用いて電気泳動した（１６０Ｖ、６０分）。タンパク質
をクーマシー染色で可視化し、ニトロセルロースメンブレン（ドイツ、ダッセル（Ｄａｓ
ｓｅｌ）のワットマン，シュライヒャー＆シュル社（Ｗｈａｔｍａｎ，Ｓｃｈｌｅｉｃｈ
ｅｒ　＆　Ｓｃｈｕｅｌｌ）製）に転写した（３５０ｍＡ、７０分）。転写後、１％（ｗ
／ｖ）ＢＳＡを用いて室温で１時間メンブレンをブロッキングした。ＰＢＳ－Ｔで３回洗
浄した後、ブロットを一次抗体とインキュベートした（１時間）。更に洗浄ステップを３
回行った後、酵素コンジュゲート二次抗体（１時間）および対応する基質（１０分）を用
いて特異的結合を検出した。ＳＮＡＰまたはＣＬＩＰタンパク質の分析では、サンプルを
ＢＧ基質またはＢＣ基質とインキュベートした後、変性させた。結果を図３に示す。
【００２６】
　図３：ウェスタンブロット分析。２つの図３Ａ、３Ｂ、および３Ｃは、一方で、変性ゲ
ル中での２つのタンパク質ＳＮＡＰおよびＣＬＩＰ　ＥＧＦへのＭ２Ｄ１１の結合を示す
。抗体は、他のＨｉｓ６タグタンパク質（ＧＦＰ－Ｋｉ４）との交差反応性を示さない。
更に、図３Ｂは、抗体がＳＮＡＰとの結合についてＳＮＡＰ基質と競合しないことを示し
ている。ＳＮＡＰタンパク質をＢＧビオチンでビオチン化した後も、タンパク質をＭ２Ｄ
１１で検出することができる。更に、図３Ｃは、異なるＳＮＡＰ－ｓｃＦｖ融合体（Ｈ２
２－ＳＮＡＰ、ＳＮＡＰ－２７１５）およびＣＬＩＰ－ｓｃＦｖ－ＳＮＡＰ融合タンパク
質への抗体の結合を示している。
【００２７】
　図４：ウェスタンブロット分析。この図は、溶液中でのＭ２Ｄ１１とＳＮＡＰタンパク
質との結合を検出するための未変性ポリアクリルアミドゲルのブロットを示している。パ
ートＡは、タンパク質のＭｙｃタグを介してＳＮＡＰタンパク質の存在を示している。溶
液中でもＭ２Ｄ１１がタンパク質に結合することおよび１：４過剰でのみ遊離タンパク質
が検出可能であることが明確になっている。図のパートＢでは、両方のタンパク質の共局
在が示されるように、更に抗体を検出した。
【００２８】
免疫組織化学



(6) JP 2015-500208 A 2015.1.5

10

20

30

　Ａ－４３１腫瘍を有するＢＡＬＢ／ｃマウス起源のＥＧＦＲ陽性皮下腫瘍（ＤＳＭＺ　
Ｎｏ．ＡＣＣ　９１）から組織切片を調製した。動物を屠殺した後、腫瘍を「Ｊｕｎｇ組
織凍結培地」（ドイツ、ヌスロッホのライカ・マイクロシステムズ社製）に埋め込み、液
体窒素中で凍結した。Ｌｅｉｃａ　３０５０Ｓ　Ｋｒｙｏｓｔａｔで８μｍの凍結切片を
調製し、一晩乾燥した。切片をアセトンで１０分間固定し、乾燥し、Ｉｍｍｕｎｏｐｅｎ
（シグマ　アルドリッチ社製）で輪郭を描いた。腫瘍細胞を一次抗体のＥＧＦＲ特異的ｓ
ｃＦｖ融合タンパク質４２５ｓｃＦｖ　ＳＮＡＰ（０．０３４ｍｇ／ｍｌ）で染色した。
ＰＢＳＴで３回洗浄した後、種々の濃度のペルオキシダーゼ標識抗体Ｍ２Ｄ１１（ストッ
ク溶液：６５７ｎｇ／μｌ）でＳＮＡＰ融合タンパク質を検出した。抗体インキュベーシ
ョンステップはどちらも室温で４５分間行い、洗浄ステップは室温で５分間振盪しながら
行った。ＰＢＳＴで２回洗浄し、ＴＢＳＴで１回洗浄した後、染色が見えるようになるま
で組織切片を３－アミノ－９－エチルカルバゾール（ＡＥＣ）溶液中でインキュベートし
た。その後、ヘマトキシリンで対比染色を行った後、切片をグリセロールゲルに乗せた。
結果を図１に示す。
【００２９】
　図１；免疫組織化学。４２５（ｓｃＦｖ）－ＳＮＡＰ（抗ＥＧＦＲ）およびＭ２Ｄ１１
を用いた、マウスから得られたＡ４３１腫瘍の凍結切片の染色。
【００３０】
フローサイトメトリー
　ＦＡＣＳＣａｌｉｂｕｒ（ベクトン・アンド・ディッキンソン社製）およびＣｅｌｌＱ
ｕｅｓｔソフトウェアを用いたフローサイトメトリーによりＭ２Ｄ１１の機能性を分析し
た。種々の細胞系の細胞表面への非特異的結合および細胞に結合したＳＮＡＰ融合タンパ
ク質の特異的結合を検出した。約４×１０５個の細胞を最初に１００μｌのＰＢＳ中で１
～２μｇのＳＮＡＰ／ＣＬＩＰ融合タンパク質と共にインキュベートし、次いで１００μ
ｌのＰＢＳ中で３．３ｎｇのＭ２Ｄ１１と共に氷上で３０分間インキュベートした。検出
のために、細胞をＧａＭ－ＰＥ（１：１００、ドイツ、ハンブルクのディアノバ社（Ｄｉ
ａｎｏｖａ）製）と氷上で３０分間インキュベートした。次いで、細胞をフローサイトメ
トリーで分析した。全てのステップの間で、標準的な細胞洗浄遠心機を用いてＰＢＳ洗浄
ステップを行った。細胞を３００μｌのＰＢＳに再懸濁して測定した。結果を図２に示す
。
【００３１】
　図２：フローサイトメトリー。図は、フローサイトメトリーにおける２つの異なるＳＮ
ＡＰ融合タンパク質へのＭ２Ｄ１１の結合を示している。どちらの細胞系でも、抗体と細
胞表面の交差反応性は全くまたは非常にわずかにしか検出されない。ここではＭｏｎｏ　
Ｍａｃ　１およびＡ４３１細胞を例として示している。細胞系ＰＣ－３、ＣＨＯ－Ｋ１、
Ｋａｓｕｍｉ、Ｍｃｆ－７、Ｌ３．６ｐｌ、Ｌ５４０、およびＦＧを用いた分析を更に行
った。



(7) JP 2015-500208 A 2015.1.5

【図１】



(8) JP 2015-500208 A 2015.1.5

【図２】



(9) JP 2015-500208 A 2015.1.5

【図３】

【図４】

【配列表】
2015500208000001.app



(10) JP 2015-500208 A 2015.1.5

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2015-500208 A 2015.1.5

10

20

30

40



(12) JP 2015-500208 A 2015.1.5

10

20

30

40



(13) JP 2015-500208 A 2015.1.5

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０１Ｎ  33/577    (2006.01)           Ｇ０１Ｎ  33/577   　　　Ｂ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

(74)代理人  100084995
            弁理士　加藤　和詳
(74)代理人  100085279
            弁理士　西元　勝一
(72)発明者  バース　シュテファン
            ドイツ連邦共和国　８０６８６　ミュンヘン　ハンザシュトラーセ　２７セー　フラウンホーファ
            ー‐ゲゼルシャフト　ツール　フェルデルンク　デル　アンゲヴァンデン　フォルシュング　　エ
            ー．ファウ．内
(72)発明者  コルベルク　キャサリーナ
            ドイツ連邦共和国　８０６８６　ミュンヘン　ハンザシュトラーセ　２７セー　フラウンホーファ
            ー‐ゲゼルシャフト　ツール　フェルデルンク　デル　アンゲヴァンデン　フォルシュング　　エ
            ー．ファウ．内
(72)発明者  プットマン　クリスチャーヌ
            ドイツ連邦共和国　８０６８６　ミュンヘン　ハンザシュトラーセ　２７セー　フラウンホーファ
            ー‐ゲゼルシャフト　ツール　フェルデルンク　デル　アンゲヴァンデン　フォルシュング　　エ
            ー．ファウ．内
(72)発明者  シュミース　セベリン
            ドイツ連邦共和国　８０６８６　ミュンヘン　ハンザシュトラーセ　２７セー　フラウンホーファ
            ー‐ゲゼルシャフト　ツール　フェルデルンク　デル　アンゲヴァンデン　フォルシュング　　エ
            ー．ファウ．内
Ｆターム(参考) 4B024 AA11  BA44  CA04  DA02  GA05 
　　　　 　　  4B064 CA10  CC24  DA13 
　　　　 　　  4H045 AA11  AA20  AA30  CA40  DA76  EA50  FA72 



专利名称(译) 用于检测SNAP / CLIP标签的单克隆抗体

公开(公告)号 JP2015500208A 公开(公告)日 2015-01-05

申请号 JP2014542877 申请日 2012-11-26

[标]申请(专利权)人(译) 弗劳恩霍夫应用研究促进协会

申请(专利权)人(译) 弗劳恩霍夫 - GESELLSCHAFT藤Feruderungu德尔Angevanten Forushungu器结垢

[标]发明人 バースシュテファン
コルベルクキャサリーナ
プットマンクリスチャーヌ
シュミースセベリン

发明人 バース シュテファン
コルベルク キャサリーナ
プットマン クリスチャーヌ
シュミース セベリン

IPC分类号 C07K16/18 C12N15/02 C12N15/00 C12P21/08 G01N33/53 G01N33/577

CPC分类号 C07K16/40 C07K2317/565 G01N33/573 G01N33/581 G01N2333/91011

FI分类号 C07K16/18 C12N15/00.C C12N15/00.ZNA C12P21/08 G01N33/53.D G01N33/577.B

F-TERM分类号 4B024/AA11 4B024/BA44 4B024/CA04 4B024/DA02 4B024/GA05 4B064/CA10 4B064/CC24 4B064
/DA13 4H045/AA11 4H045/AA20 4H045/AA30 4H045/CA40 4H045/DA76 4H045/EA50 4H045/FA72

代理人(译) 中岛敦

优先权 2011190787 2011-11-25 EP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

与SNAP基序特异性结合的单克隆抗体和包含具有氨基酸序列SEQ ID 
Nos.3,4,5和8,9,10的CDR的CLIP标签。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b4ef6407-b79a-4db7-8bfe-d5622bdeb29a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/047290944/publication/JP2015500208A?q=JP2015500208A

